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P2「聞こえる選挙」とは何か

視覚障がい者がPC等の読み上げ機能を使って選挙公報の内容
を聞き取れるよう、テキストデータ形式で候補者情報を掲載す
る取組み。
2017年6月の東京都議会議員選挙、同年10月の第48回衆議院
議員選挙(*)にて実施。

*東京都以外は候補者データのみ掲載
https://kikoeru.yahoo.co.jp/2017/about.php?b



P3

選挙公報の
画像PDFを
オンライン掲載

なぜ「聞こえる選挙」を実施したか

現状、選挙公報は紙で提出
→オンラインで公開されるPDFは画像情報のみ
→読み上げ機能で内容が分からず、視覚障がい者に伝わらない

“選挙情報の格差”という現状への投げかけ

候補者 有権者

視覚障がいをもつ
有権者には見えない

選挙管理
委員会選挙公報

（紙）

紙の選挙公報
（各戸配布）

（ひとまず国政選挙を想定しています）



P4「聞こえる選挙」の先にある未来

選挙公報が紙ベース
現状

利活用に手間
≒漏れを埋めるのも大変
目視確認・手入力に
かなりの人手が必要
費用もかかる

未来
選挙公報がデータ化
利活用が容易に

≒漏れをなくしやすい
みんなの力で

有権者・候補者・選管に
良い形に



P5課題・ご懸念は当然

「聞こえる選挙」は世の中への投げかけ。
デジタル化やオンライン化によって、
より良い未来を創ることができるかも。

その可能性があれば、行動していきます。


